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１． 2 つ の⼩さなコミュニティ
－ボローニャと東京

2016年7⽉のとある蒸し暑い夜、私はイタリア北部ボローニ
ャにある19世紀に修道院として使われていたプラザ（広場）
にいた。私は友⼈たちと、そこに置かれたピクニックテーブ
ルを囲み、ビールを飲みながら会話に花を咲かせていた。そ
の修道院の建物とプラザは、20世紀には軍の事務所や兵舎
として使われていたが、1990年代に⼊り冷戦が終結を迎え
てからは、20年以上に渡り⼈の⼿が⼊ることなく廃墟とな
っていた。しかし、時が流れ、私たちがそのプラザを訪れた
2016年の夏には、かつて兵舎だった建物は、若者のグルー
プに不法占拠され、「ラバス（Làbas）」というコミュニテ
ィが築かれていた。ラバスは、2012年の秋からそのスペー
スを占拠し、20年分の⽡礫やごみを綺麗に⽚付け、廃屋と
なっていた建物を改修し、壁の内にも外にも壁画を施した。
また、図書館やホームレス⽀援を⽬的としたオフィスと宿泊
部屋を開設し、オーガニックのピッツェリアやビール醸造所
を建てたほか、毎週⽔曜⽇にマーケットを開催し、⼩規模な
地元の農家、酪農家、ワイン醸造所オーナーが⾃ら作った商
品を販売できる場を設けた。

この⽔曜マーケットが、私たちがその晩に集まった⽬
的であった。数百⼈に上る⼈々が集まり、野菜、パン、ハー
ブ、チーズ、ヨーグルトなどを買い求めていた。多くの客は、
私たちと同じく、⼿頃な軽⾷や飲み物を買っては、⻑テーブ
ルに腰を掛け味わっていた。テーブルが満席になると、あぶ
れた⼈たちは地べたに腰を下ろし、⼩さな円を描いていった。
そして、ジャズバンドが演奏する中、就学前や⼩学⽣くらい
の⼥の⼦のグループが、親が⽴ち話をする横で元気いっぱい
に踊る様⼦も⾒られた。客層は全体的に若く、中央年齢は恐
らく25歳か26歳くらいであろうか。しかし、別の開催⽇に
は、私と同年代くらいの中年層のグループや、もう少し年配
の60〜70代の⼥性も参加していた。⼦どもが遊び回り、⻑
テーブルは⼈々でごった返し、出店ブースでは出店者と客の
やり取りが繰り広げられ、それはその場にいるさまざまなグ
ループのメンバーの枠を超えた社会的な交流を促していた。
また、販売されている商品の種類や、飲⾷物のとてもシンプ

ルな提供⽅法は、ビールの使い捨てコップを除いて、ごみの
量を最⼩限に抑えていた。それでも出たごみは、わかりやす
く表⽰されたリサイクル⽤ごみ箱で回収されていた。
ラバスの若き創設者たちは、そのスペースは彼らが頭の

中で描いていたアイデアをコミュニティのために実⾏に移す
機会を与えてくれたのだ、とインタビューで話してくれた。
例えば、経済的に疎外されてきた⼈々の正義の復活や、ピッ
ツェリアやビール醸造所でのエシカル・コマースといったア
イデアだ。また、⽔曜⽇のファーマーズ・マーケットは、
「0km」ルール（地元でとれたもののみを販売）に則ってお
り、その出店者たちは環境に優しい農業を継続していくには、
⽔曜マーケットのようなスペースが不可⽋であると熱⼼に語
り、客の多くはマーケットに⾜を運ぶ理由を、値段が⼿頃
で、友⼈と集まるにうってつけのリラックスできる場所であ
るからと述べた。近隣に住む中年層の⼥性⽈く、ラバスが改
修した軍事基地は、あらゆる⼈々が集まることのできる稀有
な場所となっているそうだ。また、ラバスでは多種多様なイ
ベントが開催されており、私も、ある晩にはラバスの住⺠で
あるアーティストのプレゼンテーションに参加し、また別の
晩には、欧州連合の対外国境で深刻化する難⺠危機をテーマに、
著名なNGO団体リーダーたちが繰り広げる討論に⽿を傾け
ていた。
それから⼀年と少しの⽉⽇が流れ、11⽉のじめじめした

とある夜、私は東京郊外にある笑恵館にて、また別の⻑テー
ブルを囲み⼣⾷会に興じていた。この⼣⾷会には、古くから
の友⼈に招待された。彼⼥は70歳をかなり過ぎていたが、
笑恵館は彼⼥が30年以上住んできた⾃宅周辺で、最近の⾏
きつけとなった場所だった。笑恵館は、仮設のコミュニティ
センターのようなもので、⼤きめの⼀⼾建て住宅と、1970
年代に建てられた1DKのアパートから成る物件である。現在
は、60代後半の⼥性が両親からこの物件を相続し、その所
有者となっている。彼⼥は、相続後に内装の⼀部にリノベー
ションを施し、庭の⼤部分を覆うようにデッキを設置し、そ
してほぼ毎⽇施設を⼀般に開放している。これは、⼦どもの
いない彼⼥にとっての遺産を後世に残す⼿段である。彼⼥は
⼀⼾建て住宅の⼆階の⼀室を居住スペースとしており、他の
部屋の殆どは笑恵館の公共空間として開放されている1)。
その11⽉中旬の⼣⾷会には、30代半ばから80代半ばま

⾜りるを知るランドスケープポリティクス

The Landscape Politics of Enough

J1ランドスケープ研究 83(1), 2019, オンライン版

ロビン・M・ルブラン Robin M. LeBlanc

⽶国 ワシントン・アンド・リー⼤学政治学部



特集・ポスト成⻑社会におけるランドスケープの⽅向:「Degrowth」の可能性 ー オンライン版（⽇本語）

での幅広い年代の男⼥が参加しており、賑やかな⼣べとなっ
た。私たち参加者は500円を⽀払い、シンプルではあるが量
はたっぷりの⾷事と、お茶やビールを何杯も楽しんだ。参加
者の中には、笑恵館のリノベーションに携わった中年層の建
築⼠や、笑恵館のアパートに住む30代の男性もおり、医療
従事者である彼は患者治療に笑いを取り⼊れる⽅法の模索に
奮闘していた。また別の参加者、中年層の⼥性実業家は、東
京都内でも離れた地域に住んでおり、公共交通機関で⼀時間
近くかけて、⼣⾷会に参加していると話してくれた。彼⼥は
両親の死によって、⼀⼈で年を重ねるにつれ⽀えになってく
れるコミュニティを探す必要があると気づき、それが笑恵館
の⼣⾷会に参加するきっかけとなったそうだ。そして、80
代の⼥性参加者は、ハーブティービジネスを新しく始めたそ
うで、サンプルのティーバッグを⼿渡してくれた。今どきの
流⾏⾵の透明のティーバックには、茶葉や花が美しくパッケ
ージされていた。
東京の狭く混み合った空間では驚くに当たらないが、笑

恵館には、ボローニャのラバスにあったような数百⼈規模の
⼈が集まれる場所はない。しかし、規模は違えど、笑恵館も
ラバスと同じように、多岐に渡る機能を果たしている。⼀⼾
建て住宅の⼀階には、⼩さな業務⽤の調理場が設置されてお
り、若い男性がパン屋を経営している。他にも、セレクトシ
ョップ、⾼齢者のためのデイケアサービス、⺟親が⼩さな⼦
どもを連れて来れる遊び場、誰もが⾃由にくつろげるデッキ
スペースなどがある。また、500円の⼊会時登録料を⽀払え
ば、誰でも笑恵館の会員になることができ、低価格な⼣⾷会
や、ウクレレ教室、フィットネス教室といったさまざまな教
育イベントを企画運営する交流サークルにも参加できる。笑
恵館の会員は、アパートを居住利⽤することや、イベント開
催やプロジェクトの作業所としてスペースをレンタル利⽤で
きるほか、⾃⾝の運営する団体やビジネスの住所登録に、笑
恵館の住所利⽤も可能である。⼣⾷会とは別の⽇に笑恵館を
訪れた際は、⼤学⽣と年⾦⽣活を送る⾼齢者の⽅たちが、最
近⾏ったキューバ旅⾏の写真スライドを⾒ながら、思い出話
に花を咲かせていた。私たちは、南⽶料理をつまみながら、
アメリカの外交政策について議論し、⽂化の違いについて笑
いあった。

2. 脱成⻑とコミュニティ⺠主主義
今⽇、私たちは⼈類が作り出した地球温暖化に直⾯している。
それは、2018年に公表された国連気候変動に関する政府間
パネル特別報告書「1.5℃の地球温暖化」にて、⼈類に壊滅
的な影響を与え得ると表現されている2)。この報告書の執筆
に携わった専⾨家たちは、私たち⼈類の⾏動変容により、今
後20年間における平均気温の急激な上昇を抑制し、破滅的
な影響を回避することは理論的には可能であるとしているが、
その⼀⽅で、その取り組みに政治的にコミットすることがで
きるか否かについては疑念を呈している3)。近年、「脱成⻑
（degrowth）」の研究が多く進んでおり、それは環境負荷

への懸念から、戦後に構築された恒久的経済成⻑のモデルを
意図的に拒絶し、社会の豊かさに重点を置くものである。こ
うした研究は、私たちが今必要とされる新しいポリティクス
へと転換して⾏く⼿段を模索するに当たり、重要な役割を担
う4)。とりわけ、私たちは深刻な汚染問題を作り出している
富裕国が変わることが重要であることもまた充分に認識して
いる。
脱成⻑のポリティクスの理解に資するため、私はこの10

年間、⽇本とイタリアにて⺠主主義に基づいたコミュニティ
はどのように潔く縮⼩していくことができるのかついて、さ
まざまなアイデアを模索してきた。両国とも、戦後の急速な
経済成⻑がファシズムから⺠主政治への移⾏を⽀えた、⾔わ
ば成功例と⾔えるだろう。現在、両国では⼈⼝減少と急速な
⾼齢化が進んでおり、ここ20年間以上に渡り経済は停滞し
ている5)6)。このため、両国は脱成⻑の状況下で、⺠主主義コ
ミュニティは繁栄することができるか否か⽴証する役割を、半
ば強制的に担うこととなった。そこで私は、⾼度成⻑期に⼤
きく発展した東京とボローニャの街で、18か⽉以上に渡る
参与観察調査とインタビューを実施し、⾏政関係者や建築⼠、
ホームレスの⽀援者、若い活動家、町内会⻑、住宅開発業者
といったステークホルダーが、次々と現れる問題にどのよう
に対処しようと思い描いているのか検証を⾏った。
⼈⼝減少と⾼齢化が進む中での⽇常は、憂鬱なものであ

ることが多い。産業経済からサービス経済への移⾏や縮退時
代には避けて通ることのできない仕事の再編により、社会の
不均衡は拡⼤の⼀途を辿ってきた。若者たちは、先の両親世
代の豊かさに追い付こうと奮闘している7)8)。⼿頃な価格の住
宅が不⾜し、住宅危機が深刻化する⼀⽅で、かつて活気に溢
れたコミュニティでは空間や建物が廃屋となり放置されてい
る9)10)11)。インタビューに協⼒頂いた公務員の⽅たちは、社会的
孤⽴の拡⼤に対処するための予算や法的⼿段が不⾜している
ことを悲嘆していた。しかしながら、前述したように、ボロ
ーニャや東京で⽬にしたコミュニティ・モデルには、憂鬱と
⾔うべき所は何⼀つなかった。
笑恵館とラバスは、縮退の道を辿るコミュニティが直⾯

するさまざまな問題に取り組み、使い物にならないと思われ
た物件に、再び活気を呼び戻してきた。まず、仕事のなかっ
た若者が、環境に優しく⽬新しいビジネスに試験的に挑戦で
きる場所を開き、住む場所がなくて困っていた⼈々に、⼿頃
な価格の住居を提供した。また、コミュニティとして、ヨガ
のレッスンから⼦ども向けのアート・プロジェクト、地球規
模の課題や地元の政治的懸念事項に関する講演といった幅広
い教育プログラムに従事した。どちらの地域でも緑地が充分
になく、街に出かけるには⾦銭的負担が⼤きいため、笑恵館
とラバス共に孤独な⽼若男⼥がいつでも無料で利⽤できるア
ウトドアスペースを提供していた。より広く⾔えば、こうし
たコミュニティは、脱成⻑を⽬指すポリティクスへの理解を
深める機会を提供していたということになる。というのも、
「今より豊かだった」昔の残りものを別の⽤途に再利⽤しな
がら、シンプルに暮らすという選択肢は、称賛に値するとい
うだけでなく、⾃⼰持続的で、更には喜びにつながるもので
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あるということを、数多くの⽅法で実証しているのである。
とはいえ、ラバスと笑恵館が唯⼀無⼆の存在ということ

ではない。東京においても、ボローニャにおいても、ラバス
や笑恵館との共通点を有しつつ、成⻑に依存した⽂化が残し
たランドスケープの中で、⼩規模ながらも、新しい物的、社
会的、経済的、時には政治的なスペースの創出に取り組もう
とするコミュニティは他にも存在していた。そうしたスペー
スは、主要な都市計画戦略の中枢となるものでなければ、ボ
ローニャの⽬指すハイテクな新しい⼯業地帯でもなく、東京
で開催される⼆回⽬のオリンピックのように喝采を浴びるこ
ともない12)13)。ラバスと笑恵館は、建築雑誌にあるような輝
かしい未来コミュニティのイメージとはかけ離れている。こ
の⼆つのコミュニティが成し遂げてきたものは、この⼆つの
街で取り組むべき事項を考えると、ほんの微々たるものなの
である。
⾏政関係者の反応からも、こうした取り組みがどれほど

軽視されているかということが明らかとなった。私を笑恵館
に招待してくれた友⼈は、彼⼥の暮らす区内で⻑く活動を続
けてきた草の根環境保護活動家であるが、笑恵館が取り組む
ようなプロジェクトの類は、地⽅⾃治体から注⽬や資⾦を集
めるのに失敗に終わることが多く、絶えず闘い続けなければ
ならないと不満を漏らしていた。彼⼥は近隣の住⺠たちと協
⼒して、⾼齢者所有の空き家について草の根レベルでアンケ
ート調査を実施したが、⾏政関係者からは⼤した反応を得る
ことが出来なかった、とも話してくれた。また、彼⼥は⽣活
に困っている若い世帯を⽀援し、世代を超えて⼈々がつなが
りを構築できるように、⾃宅の⼀部を「⼦ども⾷堂」へと改
修した。その⼦ども⾷堂では、⽉に⼀回、⼦どもには無料で、
親には300円という価格で⾷事を提供している。参加者の⼈
数が増え、彼⼥の家のスペースでは追い付かなくなってから
は、ボランティアの⽅たちと、区有物件にスペースを借りて
活動を続けてきたが、今ではその施設でも追い付かなくなっ
ている。しかし、周りに空き家が数多くあるにも関わらず、
活動の拡⼤に利⽤できないのである。近隣の区職員がインタ
ビューで語ってくれたのは、⽇本の地⽅⾃治体には、増加し
続ける空き家対策に向けた法的枠組みがほとんどないという
現状であった。
東京で、こうした⾒て⾒ぬふりが住⺠の取り組みを妨げ

ているとすれば、イタリアでは、ラバスのようなコミュニテ
ィの試験的取り組みに対し、政府の反対が脅威となっている
と⾔える。私がラバスを訪れてから⼀年が過ぎた2017年の
こと、警官隊がラバスのコミュニティを武⼒⾏使で強制退去
に追いやった。ボローニャ市は、包括的な都市再⽣計画のた
めの資⾦不⾜に陥り、ラバスのあった不動産物件を⺠間の⼟
地開発業者に売却する決議を採択し、アパートやホテルの建
設を⾏うことにしたのである。しかし、ラバスのリーダーた
ちの抵抗運動は広く⽀援を集め、2万⼈に上る住⺠が参加す
る平和パレードとなり、最終的には市政府がラバスのコミュ
ニティの代わりとなるスペースの利⽤許可を与えるに⾄った14)。
2018年の夏までに、⽔曜マーケットは昔のように開催され
るようになっていたが、その⼀⽅で、市が管轄する物件での

ピッツェリアやビール醸造所の経営は禁⽌されることとなっ
た。昔と⽐べて、マーケットで⻑々と会話を楽しむ住⺠の⼈
数は減り、多様性も減少していた。
両都市において、地域の政治指導者たちは市⺠の関わり

を期待しているにも関わらず、笑恵館やラバスのようなプロ
ジェクトに対しては無関⼼であり、更には反対しており、私
はその⽭盾とも⾔える乖離に衝撃を受けた。2013年に、ボ
ローニャ市の都市開発担当職員が私に⾔ったのは、市⺠はい
つまでも豊かさが増え続けるという時代は終わったことを理解
し、⾃⾝の運命により⼤きな責任を持ち、⾃分たちで助け合
うセルフヘルプのコミュニティを構築する必要があることを
認識しなくてはならないという内容だった。2014年に、戦
後の⾼度成⻑期にボローニャ市の建築⼠として⼀線で活躍し
ていた男性が語ってくれたのは、イタリアでは何万という住
宅危機が記録されているが、これ以上住宅を建設すべきでは
ないとのことだった。イタリアには全⼈⼝に対応するに充分
な数の居住スペースがすでに存在しており、問題はその分配
なのである。その夏にインタビューした不動産市場アナリスト
も、ボローニャの最⼤の問題は、中所得・低所得層の住⺠の
ニーズに応えるために、空き家となっている公共スペースを
活⽤しようとする政治的意思が⽋如している点であると述べた。

３.「清貧の美学」に基づく政治的コン
センサス
2010年のことだが、東京23区のうち⻄部に位置する区の職
員は、⾼齢化が進み、⾼齢者の孤⽴の可能性が増加する中、
住⺠が互いに助け合う新しく⾦銭的負荷の少ない⽅策を住⺠
⾃らが⾒出さなくてはならないと語った。2014年には、別
の職員は、彼の区では、空き家の数が増え続けており、その
⼀⽅で、公営住宅などの住宅補助の受給資格があるにも関わ
らず、充分な補助を受給できていない住⺠のリストは⻑くな
る⼀⽅だという⽭盾に悩まされていると話してくれた。また、
その夏には、東京の建築⼠の男性にインタビューする機会も
あった。彼は、⽇本はどのようにしたら環境の限界に向き合
いながら、停滞する経済で仕事を得ることのできない若者世
代を巻き込むことができるのかという問題に関⼼を寄せてお
り、彼によれば、⽇本にとっての最⼤の課題は、創造⼒に富
んだ政策⽴案を⽀える政治的なコンセンサスを構築できるか
否かということだった。
笑恵館やラバスのような⼿作りのコミュニティは、都市

計画の⽴案者たちが懸念する問題の⼀部に対して、クリエイ
ティブで安価な対策を体現していると⾔える。しかし、⽴案
者たちはこうしたプロジェクトをあからさまに敵視するわけ
ではないものの、問題解決に中⼼的な役割を担うとは⾒なし
ていない。脱成⻑の取り組みを実施するコミュニティとして、
笑恵館やラバスは規模が⼩さく、⽴場も弱く不安定で、そし
て間違いなく、不効率で特異な⼈の相関関係によって苦難の
道を強いられていると⾔えるだろう。しかし、こうした取り
組みの規模の⼩ささの中にこそ、⽇本語で「清貧」として知
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られる美学、つまり「余計なものがない」美しさがあり、そ
れは最もスマートと⾔われ、環境に配慮した新しいプロジェ
クトでは、釣り合うことのできない特徴であり、それ故に注
⽬に値するのである。更に、その弱さには、笑恵館やラバス
のようなコミュニティの⾏く先が、清貧の美学にコミットす
る政治的コンセンサスの醸成にかかっているという点が深く
関係している。こうした⼩さな⼿作りのコミュニティは、⼈
々を物的側⾯で満⾜させることができなければ、崩壊に陥る
と⾔えよう。というのも、こうした脱成⻑型のコミュニティ
は、参加者の意⾒を最低限反映せざるを得ないのであって、
それはかつて松下圭⼀が唱えた⺠主主義政治における参加型
の「シビル・ミニマム」と⾔える15)。よって、国連の気候変
動に関する報告書が、⼈類の未来に不可⽋とするタイプの政
治的転換を追求することになるのである。

４ . ⾜るを知るランドスケープ
ポリティクスへ
1990年代初めの秋、私はフルブライト奨学⾦を受けて東京
に留学していた。園芸家である私の⺟がアメリカから遊びに
来たので、京都の有名な⿓安寺の⽯庭（⽅丈庭園）に連れて
⾏った。⽯庭は素晴らしいものであったが、それよりも思い
出に残っているのは、茶室を挟んで反対にある知⾜の蹲踞（
つくばい）の傍にしゃがんで、その⼿⽔鉢の「⼝」の⽔⽳を
取り囲む⽂字を眺めていたことである。「唯⾜知（ただ⾜る
を知る）」は何とか読解できたものの、その順番が間違って
おり、また、「吾（われ）」を「悟（さとり）」と読み間違
えたため、誤って「唯⾜知悟（ただ⾜るを知るは悟りをひら
くこと 」と訳してしまった。
私が脱成⻑に向けた計画戦略で重要視すべきと考えるの

は、⿓安寺の蹲踞に刻まれた⾔葉を読み間違えたときのよう
なある種の不完全な理解なのかもしれない。私たち⼀⼈⼀⼈
は、星の数ほどの⼩さな選択を⾏っており、それが地球を破
滅の道に追いやり、私たちのコミュニティでおぞましい不正
義を⽣み出しているということは充分に諒解している。それ
にも関わらず、地球規模の気象危機について考察する際、私
たちはそれに対応する⼤規模な対策を講じなければならない
と考えがちである。私たちは、⾃らの居住スペースを⾒直し
作り変えるに際し、あまりにも壮⼤な計画に気を取られすぎ
なのである。私たちが直⾯する課題に取り組むには、公共交
通機関網や再⽣エネルギーの⽣成といった⼤規模なプロジェ
クトが必要なことは⾔うまでもない。しかし、例えば、空き
家などの放棄されたスペースを、物理的にも、法的にも開放
できるよう取り組んではどうだろうか。そこでは、住⺠が残
されたものを活⽤せざるを得ない、或いは活⽤することを許
可されるべきである。こうしたアプローチが成功裏に終わる
か否かは、地域コミュニティが、共通して、「質素であるこ
とに誇りをもつ美学」への政治的コミットメントを醸成でき
るかどうかにかかっている。しかし、こうした政治的変⾰は、
私たちの前に⽴ちはだかる問題を乗り越えるには須要ではな

いだろうか。⼩規模で、弱く不安定で、⾒た⽬にはパッとし
ないが、充⾜感があるスペースは、私たちの周りにすでに存
在しているわけであって、後はそこに公共的な価値を⾒出す
だけなのである。つまり、私たち⼈類に必要なのは、⾜るを
知るランドスケープポリティクスなのである。
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